
  会  議  名 平成２９年度第２回港区３Ｒ推進行動会議 

  開 催 日 時     E 平成２９年７月２８日（金）１４時から１６時まで 

  A開 催 場 所     E 港区立エコプラザ３階会議室Ａ 

  A委   員     E 
（出席者）鬼沢座長、大駒委員、猿子委員、福吉委員、木原委員、

山田委員、九川委員、柳澤委員、金田委員、湯川委員、加茂委員  
（欠席者）櫻林委員、関根委員、谷委員、島村委員 

  A事 務 局     E 福田係長、内藤、秋元 
  A傍 聴 者     E なし 

  A会 議 次 第     E 

清掃事務所あいさつ 
 
1. 報告事項 
(1) 段ボールコンポスト出前講座開催報告について 
(2) 「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ２０１７」出展報告について 
(3) 「第 12 回ふれ愛まつりだ、芝地区」出展報告について 
(4) 「親子向け段ボールコンポスト講習会」開催報告について 
(5) 「みんなと３Ｒ」ホームページ閲覧状況と SNS 更新回数 

 
2. 検討事項 
(6) 秋のイベントについて 
(7) 平成３０年度に向けた予算要求について 

  A配 付 資 料     E 

［事前配付］なし 
［席上配付］ 
資料1 段ボールコンポスト出前講座開催報告について 
資料2 「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ２０１７」出展報告に

ついて 
資料3 「第 12 回ふれ愛まつりだ、芝地区」出展報告について 
資料4 「親子向け段ボールコンポスト講習会」開催報告につい

て 
資料5 平成 29 年度「みんなと３Ｒ」SNS 更新回数 
資料6 ３Ｒ認知度アンケート集計結果について 
資料7 秋のイベントについて 
資料8 平成 30 年度に向けた予算要求について 
別紙   継続予定の３Ｒ推進事業について 
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主な発言・報告内容 
●清掃事務所挨拶 
 今回は春から夏にかけて開催したイベントのご報告をするとともに、実践部会でいただ

いた意見を踏まえ、秋以降実施するイベントについて意見を伺いたい。 
 ３Ｒをいかに区民に広げるかというのが重要となっている。秋から冬のイベントを活用

して広げたく、ご協力をお願いしたい。 
 
１ 意見交換 
（１）段ボールコンポスト出前講座開催報告について 
●事務局からの説明（資料１を参照） 
●主な発言 
・ 参加の理由にいきいきプラザの講座の後だったからという声がある。連携して実施した

ことがよかったのではないか。 
・ もう少し講座の時間を長くしてほしかったという意見も見られた。初めての人ばかりな

ので、ところどころで疑問がないかを確認するなど、時間配分を工夫して丁寧に教えて

ほしい。 
・ 昨年度から参加者の数はどうの変化しているのか。 

→昨年度は 4、5 名だったが、今年は全体的に参加者が多かった。キットを無料配布に

したことも効果があったかと思う。(事務局) 
・ コンポストが完成した後の堆肥をどうするのかなどが不鮮明である。 

→堆肥を使わない人でも取り組みたくなる仕組みがあればよい。 
 
（２）「エコライフ・フェアＭＩＮＡＴＯ２０１７」出展報告について 
●事務局からの説明（資料２を参照） 
●主な発言 
・ 子供や学生が多かった。また、海外の方がいらっしゃった際に事務局の方が対応できて

おり素晴らしかった。 
・ 今年はテントのスペースが広く、ゆったりとしたブースになっていた。 
・ 「もったいない」というフレーズを据えたことで、内容が絞られて統一性もできて良か

った。 
・ 食品ロスの要素を盛り込んだことで、宣言パネルを見て啓発・気づきができていると思

う。次年度以降も出展するなら、新たな気づきを提供できる設問を増やしていってほし

い。 
・ クイズ、アンケートの３Ｒを知っているかという設問は引き続き掲載して、経年で変化

を追ってほしい。 
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（３）「第１２回ふれ愛まつりだ、芝地区」出展報告について 
●事務局からの説明（資料３を参照） 
●主な発言 
・ アンケートで回答者の年齢についての設問がある。経営の場合は様々な属性情報を元に

分析を行うが、年齢以外での属性情報の分析は行なっているか。 
→今のところ、年齢でしか分析は行なっていない。今後は他の属性でのデータ聴取など

も検討したい。(事務局) 
・ 「３Ｒを知らない」と回答している年代は、どの年齢層が多いのか。 

→30 代前後が多い。(事務局) 
・ アンケートを行っているならば、その結果を次の戦略に反映させてほしい。例えば 30

代前後をターゲットにして、スマートフォンアプリを活用する、子供の施設などを経由

するなど、次年度の取組に活かしてほしい。 
 
（４）「親子向け段ボールコンポスト講習会」開催報告について 
●事務局からの説明（資料４を参照） 
●主な発言 
・ 講習会に自宅の段ボールコンポストを貸し出した。現物を見てもらうことが一番いいと

感じた。 
・ 対象が小・中学生のようだが、中学生は来ているか。 

→募集の対象ではあったがが、実際に来たのは小学生のみだった。(事務局) 
・ 戸板女子短期大学の学生がデザインした段ボールは、普通の段ボールよりもよいと思

う。これは継続して使うのか。 
→今後も使う予定である。(事務局) 

・ 自由研究に使う子がいるのであれば、その後の経過を観察してどのような結果になった

かを追えないだろうか。 
→観察日記を配ってはいるがどこまでやってもらえるかわからない。昨年度は参加者に

書いてもらった観察日記を提供してもらい、パネル展示会にて展示をした。 
・ 取り組んだ様子の写真だけでも提供してもらえれば、十分効果があると思う。 
・ 手紙を出すなどして、経過を聞いてほしい。 
・ わからない時に質問する連絡先はあるのか。 

→先日お手紙をお送りした。9 月ごろにまた経過を尋ねて見る予定。(事務局) 
・ 高輪周辺の子供が参加しているのか。 

→高輪地区以外からも参加しており、台場地区以外からは満遍なく来ていた。(事務局) 
 
（５）「みんなと３Ｒ」ホームページ閲覧状況と SNS 更新回数 
●委託事業者（ダイナックス都市環境研究所）からの説明（資料５を参照） 
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●主な発言 
・ 更新件数が増えないとリーチ数も増えないと思う。従来のイベント告知だけではなく、

掲載する情報を増やしていくとよいと思う。先ほどの段ボールコンポストの写真なども

掲載するとよい。写真の方が目を引くのでわかりやすいのでは。 
・ 記事の冒頭に見出しを付けると、見やすくなり、もっと多くの人に読んでもらえるので

はないか。 
・ ただ「段ボールコンポスト」って記事を出すのではなく、「ごみが消えた」とか「失敗

した」とか、目を引くように色々と工夫してほしい。 
 
【補足】３Ｒ認知度アンケート集計結果について 
●事務局からの説明（資料６を参照） 
●主な発言 
・ ふれ愛まつりはもともと環境をテーマの一つとしていたが、アンケートの回答者におけ

る認知度が他に比べて一番高いが、理由はわかるか。例えばブースに掲示があり、それ

を見ていたからとかなどの理由はあるのか。 
→理由はわからない。今後分析等行いたい。(事務局) 

・ ３Ｒ認知度アンケートは、一年間統計を取って分析すべき。 
 

２ 検討事項 
（６）秋のイベントについて 
●事務局からの説明（資料７を参照） 
●主な発言 
・ 改定した行動プランの「国際環境都市みなと」というテーマがどこかに掲げられている

といいのではないか。 
・ 食品ロスが重点課題になると思うので大事にしてほしい。 
・ 食べきり協力店について推してほしい。来年度以降になるかもしれないが、宣言パネル

で食べきり協力店の利用の有無や利用したいかなどが聞ければよい。 
 →食品ロスは重点課題であり、12 月にイベントを実施するなどを予定している。(事
務局) 

・ アンケートはイベントごとに項目を大幅に変えてしまうと経年の変化が追いづらいと

思うので、そこは考慮いただきたい。 
・ 食べきり協力店について、クーポンを用意したり、ガラポンの景品をクーポンにしたり

するとよいのでは。それぞれの取組やイベントのつながりが欲しい。 
・ 食べきり協力店に関するパネル展示をしては。食品関係の団体・企業を出展依頼団体に

追加してはどうか。 
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（７）平成３０年度に向けた予算要求について 
●事務局からの説明（資料８を参照） 
●主な発言 
・ 従前の食品ロスの取り組みに加え、３Ｒに触れることのない人にも働きかけるイベント

だと思うので賛成である。ここまで話にあがって来た外国人の方を対象とすることも今

後は検討して欲しい。 
・ 「０円キッチン」という映画も食品ロスについて触れており、いい映画なので調べて欲

しい。 
 
３ その他 
（１）次回推進会議日程について 
日程調整の結果、【10 月 30 日(月)午前 10 時から】となった。 
 

以上 
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